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	業界初のリサイクル原料を使用した
下水道用三層硬質塩化ビニル継手を発売


三菱樹脂株式会社
本　社：東京都千代田区丸の内2-5-2

社　長：神尾　章
資本金：２１５億円
三菱樹脂株式会社は、リサイクル原料を三層構造の中間層に使用した業界初の下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル継手「ヒシリサイクル三層継手」を開発し、今春販売を開始します。現在販売している三層硬質塩化ビニル管や三層公共ますにリサイクル三層継手が品揃えに加わることによって、宅地と公道の境界付近に設置される公共ます

から下水道本管の間をつなぐ“取付け管路”のオールリサイクル化が実現します。

当社は、「環境なくして経営なし」という理念のもと、独自の環境配慮型商品規格の制定やリデュース、リユース、リサイクルへの取り組みなど、地球環境に配慮した環境配慮型の商品開発を積極的に行っております。中でも、配管材においては、中間層にリサイクル原料を使用した三層構造のリサイクル製品の開発を進めており、これまでに、三層硬質塩化ビニル管や三層公共ますなどを順次開発し、販売してきました。

今春発売予定の「ヒシリサイクル三層継手」は、三層公共ますの開発で培った独自の三層射出成形技術を活用しており、使用済みの塩化ビニル樹脂のリサイクル原料を中間層に、通常の塩化ビニル樹脂を内外層に使用した三層構造になっています。内外層は通常の硬質塩化ビニル樹脂であるため、優れた耐薬品性、水理特性を確保しており、熱的性質および機械的強度についても日本下水道協会規格（JSWAS K-7）に準拠しています。この三層継手の品揃えによって、公共ますと下水道本管の間をつなぐ“取付け管路”のオールリサイクル化が実現しました。

近年、全国の自治体において、環境に配慮した製品の調達（グリーン購入）が増えており、当社の公共工事向け下水道用配管材製品の中においても、リサイクル品は毎年順調に売上げを伸ばしています。特に、当社独自の三層公共ますは、発売２年で全国約７０ヶ所の自治体で採用されるなどご好評頂いています。当社は、リサイクル配管材製品全体で３年後３億円の販売を目標に、今後もリサイクル製品のさらなる拡販に注力していきます。

【用語解説】

・公共ます 

下水道本管と宅地内の排水管との接続部分に設ける“ます”のことです。敷地と公道との用地境界付近に設置されます。1区画に1個設置し、設置や維持管理は自治体が行うため“公共ます”と呼ばれています。

【製品仕様】

製品名　：下水道用リサイクル三層硬質塩化ビニル継手「ヒシリサイクル三層継手」

発売予定：２００５年４月

発売品目：９０°支管（４タイプ）、９０°自在支管（４タイプ）、曲管（８タイプ）、自在曲管（１２タイプ）、

リブパイプ用９０°支管（４タイプ）、リブパイプ用９０°自在支管（４タイプ）、取付管用カラー（２タイプ）、ます用砂付短管（２タイプ）　

設計積算価格：現行の下水道用硬質塩化ビニル製継手と同価格

【写真：ヒシリサイクル三層継手】

【オールリサイクル化を実現した取付け管路 配管図】
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